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一般質問（要旨）

神
達
岳
志
議
員
（
自
民
）　

県
西
地
域
振
興
に
は
、
県
民
が

県
政
に
関
心
を
持
て
る
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
必
要
。
新
県
計
画

の
策
定
を
受
け
、
知
事
の
県
西

地
域
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

知
事　

県
西
地
域
は
、
圏
央
道

の
整
備
の
進
展
な
ど
将
来
が
楽

し
み
な
地
域
。
東
京
に
近
い
な

ど
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、「
産

業
の
活
性
化
と
働
く
場
の
確

保
」、「
交
流
人
口
の
拡
大
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

議
員　

小
学
校
、
高
校
で

は
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

て
る
資
料
が
充
実
し
て
い

る
。
小
中
高
と
一
貫
し
た

道
徳
教
育
を
充
実
、
郷
土

愛
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

中
学
校
に
お
け
る
資
料
作

成
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

小
中
高
と
一
貫

性
の
あ
る
道
徳
教
育
に
よ
り
、

郷
土
を
愛
す
る
心
や
態
度
を

根
付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
新
た
な
中
学
校
道
徳

教
育
用
資
料
を
中
・
高
の
教

員
で
作
成
し
郷
土
愛
の
醸
成

に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
、
風
評
被
害
対
策
、
都

市
計
画
道
路
石
下
駅
中
沼
線

の
見
通
し
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
議
員
（
共
産
）

東
海
第
二
原
発
は
、
運
転
開

始
か
ら
三
十
三
年
を
迎
え
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
安

全
最
優
先
の
立
場
か
ら
廃
炉

の
決
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

知
事　

保
全
計
画
に
基
づ
く

対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
高

経
年
化
が
す
ぐ
に
廃
炉
に
結

び
つ
く
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
の
動
向
や
専
門
家
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
県
議
会
や

地
元
自
治
体
と
協
議
し
な
が

ら
判
断
す
る
。

議
員　

原
発
か
ら
の
撤
退
と

同
時
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本

格
的
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

知
事　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
多
様

化
の
面
で
優
れ
て
い
る
が
、

電
力
の
安
定
供
給
の
面
で
は

課
題
も
多
い
。
単
に
原
子
力

か
ら
転
換
す
る
と
い
う
考
え

は
現
実
的
で
は
な
く
、
総
合

的
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
学
校
施
設
の
復
旧

と
耐
震
化
、
放
射
能
汚
染
か

ら
子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み

な
ど
も
質
問
）

西
野
一
議
員
（
自
民
）

宮
の
郷
工
業
団
地
で
進
む
ラ

ミ
ナ
製
材
工
場
な
ど
の
整
備

と
順
調
な
経
営
は
、
林
業
振

興
に
加
え
雇
用
創
出
な
ど
波

及
効
果
も
期
待
で
き
る
。
林

業
再
生
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

農
林
水
産
部
長　

林
業
再
生

に
は
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の

確
立
が
必
要
な
た
め
間
伐
材

搬
出
に
必
要
な
作
業
道
な
ど

の
整
備
や
搬
出
経
費
を
助
成

す
る
。
今
後
は
加
工
・
流
通

施
設
の
稼
働
率
向
上
が
重
要

で
森
林
組
合
や
製
材
業
者
な

ど
と
一
体
と
な
り
取
り
組
む
。

議
員　

国
道
二
九
三
号
常
陸

太
田
東
バ
イ
パ
ス
の
高
貫
町

か
ら
小
目
町
ま
で
の
優
先
整

備
区
間
を
早
急
に
整
備
す
れ

ば
、
災
害
時
の
影
響
を
最
小

限
に
で
き
る
。
今
後
の
整
備

方
針
と
開
通
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

本
区
間
を
最
優

先
に
整
備
し
、
平
成
二
十
年

代
中
頃
の
供
用
を
目
指
す
。

ま
た
、
県
道
常
陸
太
田
那
須

烏
山
線
に
接
す
る
拡
幅
区
間

が
小
学
校
通
学
路
で
、
今
年

度
、
歩
道
部
分
を
整
備
す
る
。

（
ほ
か
に
県
北
地
域
の
観
光
振

興
、
農
業
の
振
興
、
県
有
施

設
の
長
寿
命
化
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
将
議
員
（
自
民
）

筑
波
山
周
辺
の
観
光
振
興
を

図
り
、
筑
波
山
を
中
心
に
完

成
し
つ
つ
あ
る
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

茨
城
全
域
へ
の
観
光
客
の
誘

致
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
つ

く
ば
地
域
の
観
光
振
興
を
今

後
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

今
後
と
も

地
元
自
治
体
や
観
光
事
業
者

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
当

該
地
域
の
豊
富
な
観
光
資
源

を
十
分
に
活
用
し
、
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

輸
送
人
員
の
増
加
、

沿
線
整
備
の
大
成
に
よ
り
、

「
Ｔ
Ｘ
の
筑
波
山
ま
で
の
延
伸

の
実
現
」
の
夢
も
叶
う
。
六

周
年
と
な
る
Ｔ
Ｘ
の
沿
線
開

発
を
ど
う
評
価
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

知
事　

Ｔ
Ｘ
の
整
備
は
県
勢

発
展
な
ど
の
観
点
か
ら
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
。
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
本

県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
の
住
所
地
特

例
の
適
用
、
本
県
の
教
育
を

担
う
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢

な
ど
も
質
問
）

委
員
長　

森
田　

悦
男

副
委
員
長　

荻
津　

和
良

委　
　

員　

川
津　
　

隆

　

  

〃　
　

 

萩
原　
　

勇

　

  

〃　
　

 

石
井　

邦
一

　

  

〃　
　

 

志
賀　

秀
之

　

  

〃　
　

 

村
上　

典
男

　

  

〃　
　

 

宮
﨑　
　

勇

委　
　

員　

石
塚
仁
太
郎

　

  

〃　
　

 

石
田　
　

進

　

  

〃　
　

 

齋
藤　

英
彰

　

  

〃　
　

 

設
楽
詠
美
子

　

  

〃　
　

 

川
口　

政
弥

　

  

〃　
　

 

八
島　

功
男

　

  

〃　
　

 

大
谷　
　

明

神
達　

岳
志

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

西
野 　
　

一 
 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

大
内　

久
美
子

（
日
本
共
産
党
）

鈴
木　
　

将

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

菅
谷　

憲
一
郎

  

（
民　
　

主　
　

党)

島
田　

幸
三

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

川
口　

政
弥

  

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

宮
﨑　
　

勇

  

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

狩
野　

岳
也

  

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

鈴
木　

定
幸

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

八
島　

功
男

  

（
公　
　

明　
　

党)

伊
沢　

勝
徳

  

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

間伐材搬出の様子（常陸太田市）

運転開始から 33年を迎える東海第二原子力発電所筑波山を中心に本県全域への観光客誘致を

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、

前
年
度
予
算
の
執
行
状

況
が
適
正
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

 

九
月
二
十
二
日
の
本

会
議
で
選
任
し
た
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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●
質
問
者

県
西
地
域
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

議
員
や
地
元
市
町
と
連
携
し

県
西
地
域
振
興
に
全
力
で
取
り
組
む

東
海
第
二
原
発
は
廃
炉
の
決
断
を

県
議
会
や
地
元
自
治
体
と
協
議
し
な
が
ら
判
断

林
業
再
生
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要

つ
く
ば
地
域
の
今
後
の
観
光
振
興
は

地
元
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
用

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た


